
本会で取り組んでいる事業の一部を紹介します

小
平
市

社
会
福
祉
協
議
会

  

会
長   

金
子
惠
一

年
頭
に
あ
た
っ
て

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
本
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
能
登
半
島
に
お
い
て
地
震
・
豪
雨
災
害
が
あ
り
、

本
会
か
ら
被
災
地
に
職
員
を
派
遣
し
、
復
興
に
向
け
て
地

域
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
平

社
協
福
祉
バ
ザ
ー
に
お
い
て
行
っ
た
能
登
半
島
へ
の
募
金

活
動
で
は
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
年
の
災
害
に
備
え
る
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
本

会
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催
、
自
治
会
で
の
防
災
訓
練
や
小
平
青
年
会
議

所
と
の
災
害
時
の
協
定
に
基
づ
い
た
防
災
に
関
す
る
訓
練

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
以
降
、
地
域
で
の
活
動
に
取
り
組
む
中
、

経
済
的
な
困
窮
に
と
ど
ま
ら
な
い
社
会
的
孤
立
な
ど
多
様

化
し
た
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
で
人
と
人
が

つ
な
が
り
、
互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
中
で
本
会
は
、
小
平
市
が
進
め
る

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
（
８
０
５
０
問
題
や
社
会
的

孤
立
、
生
活
困
窮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
絡
み
合
う

状
況
に
対
し
て
、
高
齢
・
障
が
い
・
こ
ど
も
・
困
窮
の
各

分
野
の
様
々
な
機
関
が
連
携
し
、
一
体
的
に
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
事
業
）
を
市
と
共
に
積
極
的
に
実
践
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、「
た
い
よ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
や
「
あ
お
ぞ
ら
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
小
・
中
学
校
な
ど
の
福
祉
体
験
学

習
や
職
場
体
験
な
ど
に
利
用
者
が
協
力
し
、
児
童
や
生
徒

と
直
接
交
流
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
で
、
障
が
い
者
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
作
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
引
き
続
き
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
向
け
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
各
種

事
業
へ
の
ご
参
加
や
本
会
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
多
様
な
福
祉
課
題
に
対
し
本
会
が
持
つ
専
門

性
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
を
図
り
、
解
決
に
向
け
て
取
組
む
所
存
で
す
。
役

職
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

高齢者の居場所活動で体を動かしています 認知症への理解を深めてもらいます地域の助け合いについて話し合っています 季節に合わせた創作活動を行っています

　
高 

齢

子ども会活動に助成しています 親子広場でお子さんたちとふれ合いました子ども食堂の運営を支援しています アイマスクをして廊下を歩く体験をしました

　
子
ど
も

あおぞら利用者の作品は納涼祭などで展示しています ダンスチームがパフォーマンスを披露しました地域の皆さまのご協力で盛り上がりました 障がいのある方と一緒にはがきを作りました

　
障
が
い

ひきこもりがちな方と農園で収穫をしました

染めたタオルで帽子を製作し。必要な方に届けました

今後の成年後見制度について話し合っています一人で銀行に行くことが不安な方に同行しています

地域福祉の推進に貢献のあった方へ表彰しています

避難所設営の体験をしました

　
そ
の
他

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

ほ
っ
こ
り
支
え
あ
い
た
い
中
央

高
齢
者
交
流
室

ほ
の
ぼ
の
ひ
ろ
ば

子
ど
も
食
堂

夏
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
祉
体
験
学
習

子
ど
も
会
助
成
事
業

た
い
よ
う
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

あ
お
ぞ
ら
納
涼
祭

紙
す
き
体
験
教
室

陶
芸
作
品

ぱ
あ
と
な
あ
連
絡
会

福
祉
の
つ
ど
い

災
害
に
備
え
る
チ
カ
ラ

の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

社
会
参
加
型
の
就
労
体
験

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

社協だよりは奇数月の発行です。社協事業は会員の皆さまの会費や寄付で成り立っています。ご協力お願いします。

TEL.042（344）1217  FAX.042（341）6220

令和7年（2025年) 1月5日 No.271  小平社協だより

簡単! 
福祉情報を 
スマホでチェック

簡単! 
福祉情報を 
スマホでチェック

小平市社会福祉協議会
マスコットキャラクター「こふくちゃん」

地域福祉推進のため市民の皆さまと
一緒にどのような取組が
できるのか考えていきます。

今年もよろしくお願いいたします。



広
告
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

直
接
広
告
主
に
お
願
い
し
ま
す
。

小平社協福祉バザー第52回 

総収入   2,595,694円
バザー売上 　 2,301,444円
寄付金　　　　  294,250円

（令和6年11月30日現在）

法人総務係　☎042（344）1217　（小平市地域公益活動推進連絡会　事務局） 問合せ

　本会では、設置することが「社会貢献」につながる
“社会貢献型自動販売機”の設置に取り組んでいます。
　現在、市内に３０台を設置しています。飲み物を買って
いただくと、飲料メーカーを通じて売上の一部が寄付さ
れ、本会で行っている地域福祉活動に役立てられます。
　社会貢献型自動販売機の設置をご検討の際は、問
合せ先までご連絡ください。

ご寄付ありがとうございました
敬称略【令和6年9月26日・10月１日～令和6年11月30日】
  寄付金合計 752,123円

寄付者お名前 金　額
1 一般寄付金…………………………216,623円
関根 克臣 50,000円
東京土建　小平東村山支部 35,857円
こころの広場　竹の子会　林 敬三郎 37,554円
アトリエみつわ　 40,800円
ほのぼの広場　卯の花会　雨宮 和子 6,100円
上宿公民館利用者懇談会 3,000円
五十嵐 了 1,890円
望月 俊樹 4,000円
編み物サークル　ボンボンの会 20,000円
匿名 2 件 17,422円

２ ボランティア指定寄付金………………73,200円
手編みグループ　小ひつじ 11,200円
小平大正琴の会 11,500円
森田 光江 50,000円
匿名 1 件 500円
3 子育て指定寄付金……………………253,500円
苔玉会 3,500円
豊国コンクリート工業株式会社 50,000円
匿名 1 件 200,000円
4 たいよう福祉センター事業寄付金…208,800円
平尾 浩祏 205,800円
匿名 1 件 3,000円

社会貢献型自販機は
こふくちゃんが目印です。
是非ご利用ください。

問合せ �法人総務係　☎042（344）1217
 午前9時～午後5時（祝日を除く月～金）

★子ども会のイベント、福祉団体への助成
★子ども食堂への支援
★ひきこもりの方やその家族への支援
★市民向けの講座
★車椅子の貸出し　★福祉教育

地
域
福
祉
活
動
の
例

１１月３日（日・祝）穏やかなお天気の
もと、約３,０００人にご来場いただき、
大盛況の１日となりました。

ご寄付いただいた皆さま、
お手伝いいただいた皆さま、
お買い上げいただいた皆さま、
ありがとうございました

　福祉バザーは、市内の福祉関係者・団体、地
域にお住まいの皆さまが集い、地域の福祉力
を高めていくための事業です。様々
な機関・団体、個人の方々のご協力の
もと、協働して実施しています。
　バザーの収益は、本会が行う地域
福祉推進のための各種事業に役立て
ています。

専門相談

1月22日（水）・2月26（水）
と き �午後1時30分～4時30分
権利擁護センターこだいら
☎042（342）8780

　成年後見制度の利用、判断能力が
十分でない方の権利擁護についての
ご相談をお受けします。

完全
予約制 社会貢献型自動

販売機が稼働中です

こだいらボランティアセンター
☎０４２（３４６）１４２４
午前９時～午後５時（祝日を除く月～金）
東部ボランティアコーナー
☎０４２（４５１）６７１１
午前９時～午後５時（祝日を除く月～木）
西部ボランティアコーナー
☎０４２（３４７）７８５８
午前９時～午後５時（祝日を除く月～金）

問合せ

「わたしらしく、暮らせるまち。」で
福祉のしごとを探してみませんか？

無資格・未経験者大歓迎！福祉のしごと
相談・面接会

小平市シンボルキャラクターぶるべーと
本会キャラクターこふくちゃん

事前申
込不要

参加費
無料

入退場
自由

服装
自由

　小平市内の福祉施設で働ける求
人があります。フルタイム、パート
など雇用スタイルもさまざまです。
と き �１月１２日（日）� 午後１時３０分〜４時
� 　　　　（受付�午後１時〜３時３０分）
ところ �ルネこだいら　美園町1-8-5
� （レセプションホール地下1階、
　　　　展示室2階）

　ご寄付いただいたタオルで帽子を製作し、
近隣の病院にお届けします。
　タオル帽子は、抗
がん剤治療の副作
用に悩む患者さんの
ために、ボランティ
アの方々が心をこめ
て作っています。
　 現 在 、製 作 用 の
フェイスタオルが不
足しています。ご家
庭で余っているフェ
イスタオルがありま
したら、ご寄付をお
願いします。

新品のフェイスタオルの
寄付をお願いします！

年間で約400枚の
タオル帽子を製作し、
寄付しています。

新品フェイスタオル
サイズ 約34×80㎝
色つきや柄物
柔らかい肌ざわりのもの

  こんなタオルを集めています！



茶道具・掛け軸・絵画・版画・古書・文具・古陶磁器
工芸・武具・仏教美術・中国美術・東洋美術 その他

 豊富な経験と知識で、安心・丁寧な査定。
 出張・鑑定料無料。お気軽にご相談下さい。
 相続の鑑定書作成も承ります。

0120-72-6060

美術・骨董品買います美術・骨董品買います

 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

受験生チャレンジ
支援貸付事業
キャラクター
チャレニャン

【イベントなどに参加される皆さまへ】本会主催のイベントなどにご参加の際は、感染症予防の
ために、イベント当日のご自身の体調を確認いただき、発熱や倦怠感があった場合には参加をお控えください。イベント情報

2/ 3/

＜土曜相談日のお知らせ＞　完全予約制

　　　　東部地域のボランティア団体の
活動への理解やボランティア活動のきっか
けづくりを目的に講座を開催します。やさ
しい日本語とは外国人や高齢者、障がいの
ある方などに日本語を使って分かりやすく
伝えるコミュニケーション方法です。講座
では少人数の班に分かれて体験し、実生活
にも役立つ使い方を学びます。

18
（火）

7
（金）　　　　　　「遺言書を書きたい」「でも、
　　　　　内容や書き方に決まりがある
の？」「書いたあとに自分の気持ちが変わっ
た時は？」など、遺言書にかかわる様々な疑
問を専門家より詳しく学ぶセミナーを開催し
ます。

「任意後見」 「遺言の基礎知識」

やさしい日本語
活用講座　

と き �午後２時〜４時
ところ �福祉会館４階　小ホール
費 用 �無料
定　員 �６０人（先着順）
講 師 �松並�孝二�さん（池袋公証役場所属）
申込み �１月17日（金）から問合せ先へ

と き �午後２時〜４時　
ところ �福祉会館４階　小ホール
費 用 �無料　
定　員 �６０人（先着順）
講 師 �中井�信郎�さん（弁護士）
申込み �２月１０日（月）から問合せ先へ

権利擁護セミナー成年後見基礎講座

～自分で決める、未来の備え～

と き �午前10時〜正午
ところ �花小金井南公民館　ホール
� （花小金井南町2-12-6）
対 象 �市内在住の方  定　員 �２０人（先着順）
講 師 �安達�みちる�さん（日本語教師）
申込み �１月６日（月）から問合せ先へ
問合せ �東部ボランティアコーナー
� ☎042（451）6711�
� 午前9時〜午後5時（祝日を除く月〜木）

介護予防見守りボランティア 登録研修

と き �午後２時～４時
ところ �小平市東部市民センター　集会室
� （小平市花小金井１－８－１）
対 象 �市内在住の方　 定　員 �4０人（先着順） 
費 用 �無料
講　師 �倉持�香苗�さん（日本社会事業大学　准教授）
内 容 �講演「地域で元気に暮らすために大切なこと」
問合せ �小平市地域包括支援センター中央センター
 ☎０42（３４５）０６９１
 午前８時３０分～午後５時１５分（祝日を除く月～土）

と き �下表のとおり  全5回 午後１時～３時３０分
ところ �福祉会館４階　小ホール
� （2月１３日のみ福祉会館３階　第１集会室）
対 象 �全回参加可能で受講後に傾聴ボランティアとして
 登録し活動していただける方
定　員 �20人（先着順）
費 用 �無料
講　師 �小泉�久子�さん
� （公認心理師・
� 精神保健福祉士）
申込み �１月7日（火）から
� 問合せ先へ
問合せ �こだいらボランティアセンター
� ☎０４２(３４６)１４２４
� 午前９時〜午後５時（祝日を除く月〜金）

　介護予防見守りボランティアは、普段の生活の中
で地域をさりげなく見守る事業です。気になる方をみ
かけたら、声をかけたり、地域包括支援センターに連
絡することで、高齢者が必要な支援を受けるきっかけ
となります。地域活動のはじめの一歩として見守りボ
ランティアに参加してみませんか。

　　　　傾聴は、全てのコミュニケーションの基礎となる話
　　　の聴き方です。ボランティア活動への興味やきっかけ
作りを目的に開催します。「聴くこと」についてロールプレイを交
えながら学び、傾聴スキルを活かして地域で活動しませんか。

地域で元気に暮らす
ために大切なこと
～少しでも地域の役に立ちたい方大募集～

傾聴ボランティア養成講座1/
28
（火）

2/
8
（土）

開催日 講座内容
①１月３０日（木）傾聴の基本とその意義
②２月�６日（木）傾聴の技術とスキル
③２月１３日（木）共感的理解と受容
④２月２７日（木）難しい状況での傾聴
⑤３月�６日（木）傾聴の限界と自己管理
※�３月１３日（木）は天候などにより延期さ
れた場合の予備日となります。

ひきこもり家族会 ともの会 ひきこもり家族個別相談会
　「ともの会」は、ひきこもりの当事者とそのご家族が集い、お互いの思いを語り合
う場です。参加者同士がつながりを持ち、心がふわっと軽くなるような場を目指し
ています。

　　　公認心理師・臨床心理士による個別相談会を行います
　ひきこもり当事者の方とそのご家族の方を対象とし、相談員が個別に相談を受け
ます。「ひきこもり」と言われる状態と、どのように向き合うのか相談してみませんか。

と き �
① １月１７日（金）午後６時００分～７時３０分
② ２月１５日（土）午後１時３０分～４時３０分
③ ３月２１日（金）午後６時００分～７時３０分
ところ �
①③福祉会館１階　和室
②福祉会館3階　第1集会室
費 用 �無料

と き �１月２９日（水）
①  9：30～10：30　②10：45～11：45
③13：15～14：45　④14：30～15：30
⑤15：45～16：45　　※１組１時間まで
ところ �福祉会館４階　第５集会室
費 用 �無料
対 象 �市内在住のひきこもり当事者とそのご家族
定　員 �５組（先着順）※定員になり次第終了

対 象 �当事者とご家族
 ※当事者やそのご家族以外の方の参加・見学は
 　必ず事前にご相談ください。

申込み �不要。直接ご来場ください。
 （途中参加、途中退席可能）
問合せ �こだいら生活相談支援センター
☎ 042（349）0151

vc7@syakaifukushi.kodaira.tokyo.jp
午前９時～午後５時（祝日を除く月～金）

相談員 �妹尾 靖晃 さん
 （公認心理師・臨床心理士）
申込み �１月６日（月）から受付開始
 （電話のみ）
問合せ �こだいら生活相談支援センター
   ☎ 042（349）0151
  午前９時～午後５時
 （祝日を除く月～金）

東部ＶＣ講座「ブラッとプラッと」

受験生チャレンジ支援貸付事業
　中学３年生・高校３年生などがいる世帯を対象に、受験のために
必要な学習塾費用と受験料を無利子で貸付けます。高校、大学な
どに入学した場合は返済が免除になります。
　貸付には要件があります。詳しくは問合せ先までご連絡ください。

平日の来所が難しい方を対象に、土曜日に申込みをお受けします。
下記日程での新規相談はお受けできません。
と き �①１月１８日（土）午前９時３０分〜午後４時３０分
� ②１月２５日（土）午前９時３０分〜午後４時３０分
ところ �福祉会館４階　定 員 �①②８名（先着順）�申込み �問合せ先へ
その他 �令和６年度�申込み最終締切日�１月３１日（金）
問合せ �法人総務係　☎ 042（344）1217　午前９時〜午後５時（祝日を除く月〜金）

利用時間 �月曜日〜金曜日（祝日を除く）�
� � 午前１０時〜午後２時
� � ※バスによる送迎があります（要相談）。
ところ �あおぞら福祉センター（鈴木町1-472）
対 象 �現に身体機能・生活能力の維持向上の支援が
� 必要な65歳未満で、障がい者手帳をお持ちの方
� ※常時介護・医療管理を必要としない方
� ※介護保険第２号被保険者の方については要相談
費 用 �障害者総合支援法の規定に基づく負担額
問合せ �あおぞら福祉センター　☎042（326）4980
� 午前９時〜午後５時（祝日を除く月〜金）　

　あおぞら福祉センターでは、病
気や事故などで身体に障がいの
ある方への訓練を行っています。
理学療法士・作業療法士・言語聴
覚士によるリハビリテーション、
外出訓練、レクリエーション等を
個々の目標に応じて設定し、安心
して地域生活を送ることを目指
しています。ご相談や見学につ
いて、お気軽にご連絡ください。

自立訓練事業（機能訓練）利用者募集
（障害者総合支援法に基づくリハビリテーション）

1〜3
月

下記
参照

　将来に備える任意後見
制度とはどのような制度
でしょうか。仕組みや手

続きについて詳しく
学びます。

問合せ �権利擁護センターこだいら　☎０４２（３４2）8780　午前９時〜午後５時（祝日を除く月〜金）



　誰もが地域で安心して暮らしていけるよう、「地域で支えあう福祉の
まち・こだいら」を実現するために、ボランティア・福祉団体などが主体
となって地域の活性化に向けて取り組んでいる地域福祉活動などに
対して、歳末たすけあい・地域福祉募金の一部から助成します。

こども食堂活動支援
こどもの居場所や多世代地域交流を目指した活動

パーキンソン病医療講演会
パーキンソン病の普及啓発を
目的とした専門医による講演

◆募集業務 
①生活困窮者等の相談業務及び一般事務
②障がい者・児の相談業務及び一般事務
③�成年後見制度利用相談支援、地域福祉権利擁護事
業等の相談支援業務及び一般事務

◆採用予定人員　①１人　②２人　③１人
◆採用予定日　令和７年２月以降
◆勤務予定地
①こだいら生活相談支援センター
②小平市障がい者地域自立生活支援センターひびき　
　または　小平市立あおぞら福祉センター
③権利擁護センターこだいら

  

嘱
託
職
員
募
集 法人総務係　〒187-0043�学園東町1-19-13　☎042（344）1217　午前9時〜午後５時（祝日を除く月〜金）�問合せ

法人総務係　〒187-0043�学園東町1-19-13　☎042（344）1217　 FAX �042（341）6220
午前9時〜午後５時（祝日を除く月〜金）　　　　 �zimu-kyoku@syakaifukushi.kodaira.tokyo.jp�

問合せ

◆応募資格（いずれも優遇）
①社会福祉士、精神保健福祉士のいずれかの資格を有する方
②�相談支援従事者初任者研修修了者又は社会福祉士、精神保健
福祉士、介護福祉士のいずれかの資格を有する方
③�社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、介護支援専門員の
いずれかの資格を有する方

◆応募方法・選考方法など
　詳しくは、嘱託職員募集要項をご覧ください。
　※本会ホームページからダウンロードできます。
◆応募締切　採用者が決まり次第終了

みんなでつくろう　笑顔のまち　こだいら

【会員種別・年会費額】
区　分 個人会員 事業所・団体会員

正 会 員 500円 2,000円
賛 助 会 員 1,000円 5,000円
特 別 会 員 2,000円 10,000円

本会では会員を募集しています
　社会福祉協議会は、民間の社会福祉団体です。会員の皆さ
まからいただいた会費は、地区子ども会や高齢クラブへの
助成、ボランティア・市民活動講座の開催、フードバンク事業
など、地域福祉を推進するために利用しております。

あなたの
応援が

地域の力に！
詳しくはこちら
のQRコードから
本会HPにてご確
認ください

　　  　　法人総務係　☎042（344）1217　午前９時～午後５時（祝日を除く月～金）問合せ

令和 6年度  事業所・団体会員の皆さまをご紹介します
令和６年10月から11月末まで

いつも
ご支援

あり
がとうございます。

事業所・団体会員一覧 （敬称略・順不同）
＊本会団体会員様となっていただいている
自治会様は、こちらでご紹介しています。

正　会　員
大 沼 町 小平市身体障害者協会
鈴 木 町 和菓子　玉川屋
小 川 町 ゆうやけ子どもクラブ　父母の会
仲 町 ムラマツ商事　やきとりムラマツ

学園東町
菓子舗　青柳
ホソヤエコワーク

津 田 町 津田町自治会　
花小金井（福）武蔵野会　小平福祉園

特 別 会 員

 応募・問合せ  こだいらボランティアセンター  ☎042（346）1424 午前9時～午後5時（祝日を除く月～金）

令和７年度使用分 地域福祉活動助成金 申請受付中

受付期間 ２月５日（水）まで

  このような活動に助成しています。

心心にしみるにしみる短詩短詩
あなたの心に残った出来事や感動を短い詩にして発表してみませんか。

募 集

テーマ 「挑戦したいこと」

第31回

対　 象  一般の部…中学生以上の方　　児童の部…小学生の方
応募方法   郵便はがきまたはＡ４版の用紙に５０字以内（句読点含

む）、たて書きで１人１作品まで。
 ①住所 ②氏名（ふりがな） ③年齢（または学校名と学年） 
 ④電話番号　を記入の上、問合せ先へ（郵送可）

応募締切  １月３１日（金）必着
 ※応募作品は返却しません。　※自作、未発表のものに限ります。
 ※ 各部門の優秀作品は、６月に開催予定の「第３９回こだいら福祉

のつどい」で発表し、賞状と記念品をお贈りします。
 　入選者には５月中旬にご連絡します。




